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と
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熔
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村
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政
府
が
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世
界
農
辛
の
凧
か
ら
。

日

本
農
業
を
護
る
為
の
政
策
と
し
て
、
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打
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述
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熱
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し
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代
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十
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の
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鋤
発
表
大
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の
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に
、
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す
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自
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腎
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催
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縦
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狽
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れ
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つ
の
で
、
今
か
ら
準
備
を
此
め
て
瑚
当
り
∵
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茶
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反
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は
ゾ
均
五
千
円
程
陛
中
と
し
て
関
四
駅

　　　
ユー
ス
　
阪
神
詔
に
販
允
・
れ
て
い
・
藷

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
間
児
島
県
の
茶
準
か
ら

見
て
り
に
七
八

を

募

集

し
ま
す

　
過
人
一
年
閻
の
村
の
歩
み
を
反
省
し

村
直
に
対
す
る
那
梛
と
関
心
を
高
め
、

●
み
艮
い
村
づ
く
り
に
資
す
る
為
、
ω

年
杜

内
の
ト
大
ニ
ユ
ー
ス
を
広
L
村
内

か
ら
募
堪
致
し
て
居
り
ま
す
が
、
今
年
一

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

」

和
し
て
全
休
的
に
人
き
い
効
果
を
あ
げ
一
も
左
記
W
よ
り
’
三
十
一
年
度
田
代
村
」

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

1

る
か
と
い
う
ζ
と
F
な
り
ま
す
が
之
を
・
＋
大
ニ
ユ
ー
ス
を
募
り
ま
す
の
で
、
其
一

躬顯
籠
霞
鷲
誌
璽
闘
ぽ
灘
響
撫
「

二
、

原
稿
締
切

三
、
応
募
資
格

四
、
用
　
紙

五
、
原
稿
苫
先

六
、
詮
衡
方
法

　
v
て
い
る
か
と
肯
ま
づ
と
先
づ
滴
期

施
肥
適
期
手
〆
が
完
牟
に
行
わ
れ
施
肥

颯
に
し
て
も
勾
間
一
乃
任
了
円
の
肥
料

を
押
入
し
て
い
ま
す
此
れ
か
ら
考
え
れ

　
　
　
　
　
　

千
円
施
肥
で
は
反
政

な
つ
て
居
り
一
〆
当
り
一
万
円
の
お
芥
一
r
於
て
へ
宇
治
の
一
五
力
総
牧
入
r
対

筈
し
て
い
輻
以
あ
嬰
高
牲
し
茎
一
召
（
・
反
当
り
）
が
裂

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

　

茶
岡
だ
け
に
附
近
の
一
株
二
株
の
茶
岡
一
さ
g
u
．
千
円
施
肥
に
対
す
る
擦
櫓
敗
入

も
良
く
手
入
さ
れ
放
任
の
茶
園
は
一
株
と
肯
え
る
訳
て
も
う
少
－
施
肥
の
抽
加

も
見
受
ず
入
念
な
乎
入
が
行
は
れ
て
い
一
に
心
掛
け
せ
め
て
反
牧
旺
六
万
円
日
樫

治認
軌
鍵
謬
騒
霞
却

肛翻
鷲
顯
ひ
翼
汀
い
・
・
よ
・
お
願
い
巾
し
L
げ
，
f
o
　
l

っ
て
調
和
を
け
か
っ
て
行
く
こ
と
に
な
　

り
ま
L
よ
う
。
　
果
資
一 し

　
　
　

配

　

r
内

容
　
g
e
和
l
l
i
十
一
年
度

申
田
代
村
に
於
U
る

七
、
発

八
、
欝

倍
の
取
引
高
で
今
後

拙
に

韓
杏
は
茶

爾
竺
製
？
n

掘
あ
醐

に
年
間
じ
八
r
円
の
施
肥
は
是
非
行
い

た
い
も
の
で
す
次
に
l
l
l
K
1
　
t
i
山
地
方

を
お
知
ら

せ
い
た
し
ま
す
と
、
m
山
地

力
は
川
間
地
の
片
川
舎
で
れ
茶
卯
を
W

牛
さ
く
計
岡
致
し
ニ
ケ
偉
副
画
で
三
百

町
渉
の
拍

午
隔
を
ぬ
成
し
一
大
紅
茶
産

＋

地
を
目
標
に
活
気
的
な
針
画
が
行
わ
れ

て
い
ま
す
、
耐
茶
は
一
而
躯
団
経
僧
巨

な
ロ
れ
ば
”
杢
経
鶴
が
川
来
な
い
と
の

席
で
一
地
区
百
町
歩
⊂
一
丁
場
一
万
〆

gK
を
】
単
位
と
し
三
ケ
所
從
燈
三
凪

県梨
振
興
会
を
結
成
垣
し
パ
々
旭
め

ら
れ
て
い
ナ
す
、
今
回
の
紅
果
大
口
賞

は
此
の
侃
山
川
品
で
入
健
岡
霧
察
し

ま
し
た
が
川
井
氏
の
経
鑓
は
五
人
家
族

で
経
営
面
根
は
茶
岡
七
反
一
畝
水
川
二

反
歩
稗
而
畑
八
畝
山
市
町
で
牧
入
醐
で

舗
日
昔
酬
隷
註
麟
認
舵
腱
パ
顯
卵
慧
縞
瀦
翻
嶽
順
繧
舗
願

　
　
　
　
　
　
　
　
｝
の
藤
が
必
磐
碧
か
を
萄
鏡
で
此
の
竃
C
は
茶
穿
き
る
た
め
の

最
も
大
汽
な
出
来
堺
一
畑
に
勉
強
さ
せ
ら
れ
ま
し
た
午
治
の
茶
｝
生
活
の
糊
と
し
て
欠
く
r
と
の
出
来
な
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一

げ
る
。＋
1
1
　
I
T
七
日

制
限
し
ま
せ
ん

l一肥
培
管
印
の
小
允
分
な
る
巾
を
物
胎
る
一
茶
し
O
〆
智
詳
し
約
卜
万
1
1
千
円
の

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

　

多
く
、
伐
が
田
代
で
は
世
い
ぜ
い
三
四
一
心
つ
て
い
る
様
に
願
じ
ま
し
た
氏
は
今

万
代
で
有
る

が
此
等
は
一
に
も
二
に
も
一
年
五
年
咋
一
反
歩
の
入
籍
茶
園
で
製

何
で
も
良
い
で
す
一
も
の
で
宇
治
は
各
茶
閥
全
部
揖
培
者
の

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
一

田
代
村
公
艮
館

寸
づ
く
り
は
人
づ
く
り
か
ら

　
腿
杜
の
住
民
全
体
の
自
覚
と
力
が
商
｝
原
に
村
公
営
の
常

ま
ら
な
け
れ
ぼ
、
限
ら
れ
た
少
数
の
指
設
W
肴
園
が
設
W
さ
G
る
運
び
に
竜
つ

郡
衿
の
刀
で
は
池
の
水
面
に
小
石
を
抄
た
奉
は
、
幼
児
教
育
振
興
の
而
か
b
割

込
む
よ
う
な
も
の
で
、
投
て
も
く
、
一
期
的
な
出
来
廓
で
あ
る
と
思
う
。

藷
蟹
奔
く
消
え
套
で
蓼
ユ
㊨
の
護
保
扇
r
は
、
国
姦

農
打
振
興
の
0
1
は
粥
り
週
な
よ
う
で
ム
ニ
設
費
の
四
分
の
こ
を
禰
助
し
、
叩
が
四

人
づ
く
り
が
、
川
ト
ロ
り
餓
短
の
遡
e
の
一
分
の
1
’
残
ち
の
四
汗
の
一
を
n
が
凸
’

ヤ
か
ム
う
か
。
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
担
す
る
事
に
な
る
の
．
」
あ
る
が
、
t
も

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

　

　
其
の
貿
味
で
我
が
村
に
、
小
中
苧
校
‘
財
政
不
如
音
ρ
折
的
、
過
董
な
負
担
己

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

　

の
q
に
、
在
郷
肖
少
年
教
育
の
殿
常
ノ
あ
ろ
う
し
、
当
し
て
諸
没
備
費
や
㈱
品

t
r
1
1
ひ
ゐ
あ
い
、
け
覧
問
、
苧
校
当
「
費
消
礼
晶
費
鰹
の
臼
担
は
刊
い
不
可
餅

局
か
　
休
と
加
，
て
、
勒
労
胃
少
年
教
一
己
あ
・
ハ
う
c

n
に
埠
A
、
し
て
戴
い
て
居
る
川
は
、
笑
　
再
　
ω
此
の
際
打
づ
v
s
＝
よ
ρ
W

総
収
入
を
上
げ
て
い
音
3
1
が
と
て
も
五

詮
衡
霞
会
で
厳

が氏
’名
銘又
茶い
何用
々号
論蚕

とつ
1！dて

し人
てき
立な
て　）r

て札

籔
舗
たと
、 は
静老
岡へ
はB成れ
精な
日い
杢派

選
し
ま
す
　
　
　

表
　
田
代
時
報
一
月
翌
憲
茶
岡
の
手
入
を
見
て
蹴
い
て
3
4
の

　
及
年
始
会
　
　
　
　
牛
藁
晶
賊
に
依
り
側
品
評
価
を
し
て
純

　
　
　

　
　
　

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

　
　
　

　
一

｝
有
り
ま
す
が
、
此
れ
は
道
わ
く
人
ρ
に
一
の
茶
搾
地
蚕
牧
の
原
茶
圃
地
川
は
見
渡

す
隈
り
茶
間
ば
か
り
穿
内
苔
の
酷
し
で

は
此
の
牧
の
腺
は
耐
．
畢
流
れ
ー
、
埠

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
一
　
　
　
　
　
　
　
　
　
、

も
の
を
願
ず
る
の
て
あ
る
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
一
る
N
’
J
あ
ろ
う
。

　
旨
う
な
ら
ば
、
市
、
部
や
簡
方
面
U
方
一
　
或
群
こ
は
目
分
越
か
受
け
る
隠
接
の

関
西
地
万
茶
業
黎
馨
　
禦
鐙
駕
総
籠
も
襲
肥
ー
亀
竃
の
麓
は
豆
唄

る
＋
亘
上
ハ
暴
＋
回
e
国
K
p
t
　
R
k
z
a
）
a
x
t
w
れ
綴
の
餐
講
催
＝
黎
つ
を
・
な
搾
を
更
れ
た
・
現
砕
で
は
誓
豊
く
行
わ
れ
育
に
吉
茶
曇
轟
誘
に
裏
突
き

　
一
等
一
点
、
二
等
　
く
為
の
立
札
で
、
茶
隔
ゼ
於
て
製
品
相
｝
に
し
て
総
茶
園
面
積
三
千
五
百
剛
歩
で

二
点
、
三
等
三
点
　
｝
場
が
き
泳
る
と
迄
肯
わ
れ
各
茶
閲
全
部
・
一
枚
の
普
涌
畑
も
な
く
一
団
宇
ば
か
り

　
　
　
　
　
　
　
［b
並
ん
で
い
ま
す
、
そ
こ
で
可
入
も
お
一
で
P
が
岨
広
い
の
み
で
な
く
肥
醤
別

　
　
　
　
　
　
　
　
η
い
競芒
て
わ
わ
毅
共
宥
つ
ピ
幣
も
尺
v
行
わ
れ
こ
い
亨
、
此
の

騨霞
い
鑓
蕊
警
う
嘱
薩
と
ー
来
な
璽
托
・
・
V
V
r
e
K
W
〈
r
c
i
v
．
s
Y
V
た
が
此
の
大
ム
ー
ー
ー
気
持
ー
し
翼
此
の
特
竃
帯
を
後
に
祝
奮
的
ー
人
ー
幕
肥
の
」
き
縄
⌒
騰
議

し
み
じ
み
味
わ
y
ほ
の
ぼ
の
と
し
主
く
習
、
篇
し
嘉
緩
貰
く
な
膓
、
昌
く
暮
あ
る
。
幾
摺
饗
よ
り
牌
地
素
説
講
霞
し
た
量
　
窩
嬰
案
裂
編
明
亘
孕
治
奎
認
に
つ
き
芒
蔑
程
襟
て
s
る
ぴ
品
じ
で
誘
は
怨
受
な
い
山
ば
か
り
て
蘭
と
共
に
川
の

々

は
、
川
旬
レ
出
Ψ
る
保
市
岡
け
我
々

は
余
り
刊
川
し
な
い
の
で
あ
る
か
ら
と

旨

う
事
て
、
欝
も
し
た
く
は
な
い
、

座
も
と
の
川
原
ご
芦
げ
る
、
、
き
だ
と
、

お
者
え
に
な
る
方
も
お
、
り
か
と
思
う

声
、
之
等
の
η
ち
、
も
、
広
い
籾
野
L
日

つ
て
、
世
の
中
を
持
い
目
で
見
こ
伸
S

恩
穂
は
少
な
く
C
も
、
世
の
為
人
の
為

に
な
る
弔
な
ら
、
気
持
よ
く
協
刀
し
て

1
く
ご
と
に
よ
7
て
、
長
い
年
月
の
問

ゼ
ほ
、
叉
自
分
㊦
が
手
k
お
え
な
い
仕

事
を

し
よ
う
と
4
る
時
、
気
持
よ
く
協

力
し
こ
も
ら
勇
る
。
そ
れ
が
世
の
中
と

：r：
う
も
の
w
は
な
か
ろ
う
か
。

を
超
刺
し
た
、
う
る
わ
し
い
協
力
体
制
と
し
て
パ
茜
派
直
し
私
も
一
口
と
し
て
視
察
地
守
沿
に
向
い
ま
し
た
字
冷
は
京
畠
唯
↓
の
優
艮
緑
茶
の
産
地
と
聞
か
で
ぼ
く
く
し
て
居
り
良
く
見
ま
す
と
「
整
備
さ
g
て
い
る
ポ
も
又
日
ホ
一
で
づ

に
よ
つ
て
、
1
日
“
早
く
幼
児
教
育
の
一
襖
雰
い
た
し
才
し
た
の
て
祝
察
の
肌
娯
都
駅
よ
り
都
m
て
約
一
時
間
都
外
ピ
出
さ
れ
て
い
る
だ
け
に
宇
治
川
爪
津
川
を
地
川
は
五
寸
ド
て
劉
草
’
c
団
わ
れ
茶
圃
現
在
で
は
敷
敵
亡
思
n
に
手
に
入
ら
ず

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

b

殿
g
が
、
鶉
が
村
に
川
来
上
る
こ
と
を
に
つ
い
て
お
側
ら
せ
い
た
し
f
f
，
　
v
e

祈
余
し
て
止
ま
ぬ
。
「
公
民
外
、
1
川
－

　
　
　
　
★
　
　
　
　
★

　
　
　
　
★
　
　
　
　
★

　
臥
共

技
術
員
六
名
は
去
る
十
月
二
四
日

「よ
り
八
日
聞
京
都
布
良
三
重
静
岡
各
甲

汀
略
辛
囚
察
調
杢
の
た
め
二
r
四
日
閲

川
巧
－
川
発
ρ
1
　
十
力
日
早
品
」
，
7
ー

さ
げ
し
t
カ
ー
川
レ
芦
ー
」
首
」
”
、
川

に
い

拐

∵
一
井
叩
ー
、
沿
い
膓
、
，
い
、
和

る
と

当
り
一
而
水
田
地
帯
で
稲
作
を
始
中
心
に
一
向
簾
園
．
e
此
の
地
の
†
件
＄

め
県
樹
岡
茶
岡
そ
望
園
花
困
等
多
翻
名
一
と
な
つ
て
い
る
と
の
恨
で
此
の
地
帯
か

用
な

作
付
で
そ
れ
ぞ
れ
ほ
家
は
日
分
の
一
ら
一
貫
一
万
円
の
優
艮
な
玉
露
が
生
π

肝
営
k
炉
も
滴
し
た
俸
肋
を
騨
し
思
い
l
さ
れ
て
い
ま
旦
ガ
都
の
茶
㊦
は
日
ホ
ト

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

　
　
　

　
　
　

　
　
　

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

　

ゼ
裁
塙
し
恨
F
目
ろ
の
け
菊
の
化
三
灘
の
発
打
坪
這
許
は
れ
茶
樹
も
殆
ん

3
が
山
郁
の
駒
人
形
と
触
詞
は
4
1
る
辞
一
ど
百
勘
＋
午
経
過
タ
る
も
の
が
t
s
N
　
s
．
仕

”
咋
に
い
騨
仁
す
了
け
の
腿
冥
け
水
川
旺
も
昔
の
杵
仕
立
’
C
現
在
総
茶
嗣
面
積

が
飛
坊
肥
の
隼
積
場
と
n
う
位
免
く
わ

わ
れ
て
特
別
茶
閥
の
除
草
と
肯
う
ほ
な

作
辛
は
一
年
中
嬬
い
と
の
話
し
ご
a

我
が
村
C
も
除
靖
必
噂
の
耐
い
茶
洞
を

肌
の
敷
草
で
甲
く
、
臼
贈
－
芦
い
ま
の
－

・
以
ヒ
茶
隅
除
吊
は
幣
じ
解
決
い
た

し
江
り
が
才
治
銘
昂
は
巨
汽
し
C
咋
川

lli、
四
唱
の
山
・
葡
中
め
に
行
つ
て
い

る
と

の
話
L
τ
静
岡
叩
て
は
じ
岡
は
先

づ激
て
と
け
ふ
即
な
努
力
握
り
て
F

此
＝
か
ら
考
へ
ま
r
a
’
と
我
が
出
代
は
熊
’

胴
い
敷
．
川
の
仰
袖
ド
行
り
N
蓼
の
で
此

引
を
危
ノ
ワ
に
品
用
し
こ
経
済
的
に
つ
な

が
い
の
行
つ
胃
声
お
牛
を
ぴ
げ
し
た
い

も
の
こ
す
　
　
　
　
力
卜

”
n
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t

．
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輌
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（2，日2月1昭和3コ年1報時代田第52号t

昭

和

三

　　　　　　
田

地
力
自
沿
怯
m
二
百
四
拾
四
条
及
び
ね

条
例
の
定
め
る
と
こ
ろ
に
よ
り
田
代
打

財
政
即
伯
扮
次
の
通
い
公
中
す
る
。

　
昭
和
一
1
一
十
一
年
十
1
，
月
l
日

　
　
　
　
　
川
代W
　
－
川
政
占 代＋

村；

一
、

ま
え
が
き

川
政
市
憎
r
つ
き
ヰ
し
て
け
紅
年
六
　

月
、
十
二
月
の
二
回
に
；
り
公
右
し

ホてゐる外
’

＋
二
月

財

政

事
情

　
　
　
　
　
あ
ら
ゆ
る
機
会
に
、
或
一

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

　

は
部
分
的
に
、
成
は
裕
合
的
に
御
説
一

認
詩
鞠
爾
厄
帥
立

年
宮
決
算
に
重
点
を
お
い
て
討
開
・
三

加
え
て
見
た
い
と
思
ひ
ま
す
。

二
、
昭
和
三
十
一
年
度
予

算
に
つ
い
て
　
　
一

昭
和
ご
十
一
勾
度
予
η
け
次
占
の
通
一

り
、
歳
入
”
成
川
共
に
現
裁
四
四
、

八
九
〇
、
百
U
六
円
と
カ
つ
て
ゐ
汗

す
が
、
そ
の
内
容
F
つ
い
て
は
予
簾
一

成
V
の
都
艮
説
明
巾
上
げ
て
ゐ
ま
v
一

の
で
、
六
月
、
七
月
の
時
報
を
く
ユ

度
御
慌
願
う
こ
と
と
し
ま
し
て
内
容

翻
朋
は
宵
賂
を
し
て
戴
V
こ
と
S
し
一

ま
オ
。
そ
の
後
九
月
に
削
臼
口
柵
雄

紗
費
7
1
拾
万
円
、
馬
娯
柄
取
付
道
路

に
弐
拾
式
万
余
円
、
門
前
張
地
の
改

騨
殴
と
し
て
拾
参
力
円
、
新
磐
姑

設
創
画
葉
定
の
た
め
の
経
費
約
四
万

円
・
案
地
区
操
地
区
隷
地
旦

纂
旧
に
裟
七
万
香
・
地
召
一

治
法
砕
σ
r
教
育
委
員
会
法
改
n
に
一

汀嘉
麓
約
秀
円
等
、
〈
a
n
t
旦

・

ハ
拾芳
孟
兵
拾
弐
円
を
，
旦

十
1
月
に
村
長
専
決
を
以
て
尤
舗
院
　

造
林
樹
種
に

つ
い
て

入哉昭和31年度予算

2
、
造
林
樹
種
の
將
來

林
業
ヨ支

術
員

山

弓
村
に
お
り
る
荊
則
適
ホ
の
判
二
蕊
闘
詩
聾
鷲

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

　

本
村
内
に
お
い
て
、
浩
林
梱
稠
は
I
J
　
L
が
現
わ
れ
、
下
つ
て
1
1
、
1
1
1
十
年
『
け

一ヒ
ノ
キ
t
ク
ロ
マ
ッ
と
用
材
の
代
ん
樹

I
和
に
よ

つ
て
占
め
ら

れ
て
い
ま

す
が
、

1

，

卜

（九）郁

男

　
叉
唄
均
に
お
い
て
、
現
π
の
人
木
か

ら

拍
雰
し
て
f
古
V
か
ら
色
々
な
桐
潤

が
植
え
ら
れ
て
い
ま
す
e

　
シ
コ

ロ
、
イ
ヌ
マ
キ
、
ク
ヌ
ギ
、
カ

ヤ
、
セ
ン
ダ
ン
、
キ
リ
t
イ
テ
ウ
簿
畑

隈
貝
補
欠
ぷ麓
と
し
て
・
ハ
万
壱
i
れ
く
ら
い
経
済
的
に
選
冠
さ
れ
て
い
る
一
地
杉
・
メ
ア
サ
系
、
＋
年
牛
前
后
の
オ
の
咀
、
家
の
周
開
・
川
林
内
・
摺
翻

八
百
式
拾
参
円
を
田
川
し
て
出
り
ま

p
。

」合訓合

8，“136，20〔〕

、，672，6フ、1

7，586，46S

　　185・714

　1，381，845

　　445，610

12，409，669

　　　　　　　211

　　646，790

2，238，167

　1，087，400

3，5no，e（）O

19．46

｜4．86

16．90

0．41

3．〔〕8

0．99

27．64

　　　　　　　　　　　　　　　　　　「
　　　　　　　　　　　1・44
　　　　　　　　　　　　　　　　　　ト
　　　　　　　　　　　4．99
　　　　　　　　　　　　　　　　　　「
　　　　　　　　　　　2・42
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　 1

　　　　　　　　　　　7．81　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　1

44，89｛〕，556100．cn
　　　　　　　　　　　　　　　　　　1

向

61・823

110，000

61，823

回向

172，6「16

　142，6t2

△　6，700

160，000

3，500，0〔〕0

1・〔〕62・874

1，681，462

　　　「16，000

6，130，496

8，736，20〔〕

6，弓00，〔〕00

4，086，465

　　　43・102

1，388，545

　　369，61（1

6，017，350

20

1，17｜，435

初当

646，790

　　3，858

977，400

　　3，5〔〕O，OOO

O14，377，93　r

目戦

28，769，34

税村

Hl；方交付税
7」ミYi’ζfiNptfi∫甫【孜

入

分損金臼担金

照　爽　出　企

偵用料手数料

国庫支出金
夫役及現品

金

金

入

g

　
　
　
　
　
　
　
　
罰

附

越
　
牧

　
　
　
　
　
　
　
　
合

寄

撫

雑

村

川
IIN

f

1．76

11．go

1．51

7．32

37．64

19．51

1．23

10．40

d．｜8

0．07

0．42

3．〔｝0

0．74

0．32

1〔｝〔〕・oo

　　？91，400

　5，340，8〔〕0

　　676，630

3，286，700

｜6，898，187

8，756・000

　　55〔｝，83t）

4，667，742

　1，878，420

　　　29，600

　　　18S，30’1

　1，345，000

　　331，200

　　　150，000

　1，260，000

△　　295，00f〕

　　　42，000

　　　｜30，000

　　　307，662

　　　　35，300

6T，823

35，｛〕00

40，0r戊〔〕

．6｜，q2344，890，556
　　　　　　　　1

26，500

1，6Fl，462

100，000

　　676，100

12，503，227

　　　76，120

700，0｛jo

260，0no

22，484

40・000

14，377，931

　　764・64｛〕

5，2〔］4，800

　　676，630

1，350，600

4・689，960

8，637，880

　　420，830

3・660，｛抱0

1，583，120

　　　29，6〔〕0

　　104，000

1，210，000

　　251，2｛〕0

　　15〔〕，000

28，769，34〔〕

役
僧

二L

教

会

蝸

防
A、

稔

殴

賀

磯

頚

費
1｝会労仇施殴踏

偲健衛≧｛賛
仰・挙経済費
財　　　a一　　盟

統計調香費
iSll　　挙　　　盟

公　　債　　費
6？｛　　Yf＿　　　t　f玉　　合

予　　備　　澱

町
村
財
政
が
井
常
に
ゃ
か
※
し
く
叫
r

ば
れ
て
い
る

今
H
、
予
算
の
編
成
は
r

勿
論
こ
れ
が
執
行
に
当
つ
て
も
食
糧
「

蹄
、
消
粍
品
等
の
消
費
的
経
費
は
極

力
節
減
に
努
め
購
融
事
挙
再
の
投
資

謝へ
口

的
経
費
に
つ
い
て
も
、
そ
の
安
出
効

操
と
緊
要
度
を
充
分
調
査
し
、
其
に

己
む
を

得
な
い
と
認
め
ら
れ
る
緊
急

の
経
費
を
先
順
位
窟
点
主
鶴
と
云
う
一

彩
え
方
で
当
つ
て
い
ヰ
か

の
で
皆
様
一

一

か
、
と
云
う
こ
と
を
見
ま
す
と
き
、
遺
ピ
杉
、
脂
杉
、
メ
ア
ナ
系
、
近
4
1
の
オ

一
憾
な
が
ら
一
〇
〇
％
と
は
云
え
な
い
の
ピ
ス
ギ
今
感
期
と
云
う
（
へ
：
。

一

で
あ
り
瓢
す
。
　
　
　
　
　
　
　
　
一
ヒ
ノ
キ
の
場
合
は
、
四
、
弔
寸
W
牛

｛

奢
は
魏
的
に
坦
二
懇
禦
で
の
炎
を
擦
に
漸
議
少
し
・
茜

花
岡
岩
問
が
多
く
、
識
い
粘
士
機
が
分
百
升
叩
の
ス
ギ
と
の
混
線
を
見
受
け

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
35
さ
れ
t

す
が
’
中
腹
頃
に
な
る
。
、
蒸
な
響
票
し
て
い
る
．

に
植
え
ら
れ
ご
い
渉
す
。
各
肘
代
の
樹

抑
と
品
和
に
つ
い
て
の
汎
林
熱
の
消
巨

が
ほ
つ
う
か
が
わ
れ
ま
す
o

　
そ
11

て
又
一
方
、
熾
林
熱
の
伯
に
に

碩
わ
六
れ
ず
、
た
V
一
途
に
「
山
」
と

布
し
て
い
決
す
。
こ
の
よ
う
な
土
地
は
そ
れ
以
後
は
塊
騨
線
鵠
に
散
見
の
秤
艮
＝
本
う
こ
と
に
［
貫
し
た
熱
の
保
持
者
の

元
来
杉
の
諮
と
簑
条
い
篇
を
で
ヤ
ノ
キ
森
灘
全
く
影
0
そ
め
百
に
お
い
て
、
現
在
拓
れ
た
霜
寛

も
つ
て
い
る
の
で
す
が
、
た
y
川
間
の
ク
ロ
マ
ツ
の
瑚
合
は
、
三
＋
年
生
位
以
る
の
は
当
然
の
こ
と
＼
は
云
い
な
が
ら

谷
筋
に
は
、
牛
物
、
鮮
牛
物
が
堆
根
し
十
は
地
松
て
4
長
樹
形
と
も
に
艮
好
で
私
共
処
世
訓
と
し
て
も
杉
え
さ
せ
ら
れ

て
、
期
禦
深
く
、
喫
な
毒
登
駕
が
、
‡
差
の
・
の
に
お
い
て
」
る
点
で
あ
9
す
．

つ
て
s
る
の

で
、
ξ
鰭
聖
し
て
隻
態
く
樹
形
歪
是
る
も
の
が
散
一
ホ
、
森
の
粟

現
在
も
肝
掃
な
牛
長
を
愉
し
め
る
の
で

1s
天
w
a
e
林
は
艮
好
な
4
蕊
舗
麟
櫟
鍵
が
簗

一
従
つ
て
壷
は
肴
亮
べ
て
比
職
に
一
　
こ
れ
か
ら
の
農
人
は

霧
鞠
酬
読
魏
鵠
詩
廷

活衰
た
万
々
が
オ
ビ
繰
の
霧
さ
「

に
驚
弧
さ
れ
る
根
吐
は
こ
＼
r
あ
る
の
一
白
姓
に
苧
間
は
い
ら
な
い
と
言
わ
れ

で

す
・
　
　
　
　
．
た
の
は
、
欝
は
莞
さ
ず
讐
ず
の

　
従
つ
て
本
村
の
助
合
谷
間
の
肥
沃
地
一

の
嬰
求
に
そ
い
得
る
爪
分
な
仕
事
は

で
き
な
い
こ
、
な
り
ま
す
が
、
少
く

と

も
迷
惑
ピ
な
ら
な
い
様
に
と
専
ら

努
め
て
い
ま
す
の
で
、
そ
れ
ら
の
点

を
充
分
御
r
解
ド
さ
い
ま
し
て
、
力

ら

急
に
地
力
が
哀
え
て
牛
長
は
か
ん
ぱ
一
ク
ヌ
ギ
に
お
い
て
は
、
往
時
相
当
盛
一
て
g
る
の
は
御
承
知
の
こ
と
で
す
。
反

し
く
あ
り
ま
せ
ん
。
0
8
に
オ
ビ
杉
の
話
一
ん
に
植
栽
さ
れ
た
形
跡
を
畑
の
咄
、
道
面
こ
の
よ
う
な
情
勢
ド
で
は
、
将
来
木

が
18

ま
し
た
が
、
こ
の
点
が
オ
ビ
地
方
路
の
傍
に
E
る
が
、
一
五
年
牛
位
以
下
一
材
の
過
剰
を
来
し
、
林
木
価
の
鹸
落
が

と
f
p
つ
て
s
る
点
で
r
オ
ビ
努
は
M
l
は
殆
ん
長
警
れ
竃
の
を
暴
い
∫
る
の
で
は
な
s
か
と
苔
爾
蒜

非
厨
の
安
山
岩
地
帯
で
あ
る
と
云
わ
れ
一

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
l

本
も
見
な
け
れ
ぱ
な
ら
な
い

◇
の
御男
を
願
羨
第
で
あ
り
ま
他
e
s
e
w
W
W
．
x
i
R
r
s
〈
と
如
縄
醤
吉
と
な
る
、
貰
が
絶
記
に
蜜

づ
・
　
　
　
　
扇
量
つ
て
v
る
か
・
と
云
ξ
と
を
な
饗
と
な
り
ま
し
た
。
そ
う
し
憲

次
に
・

の秀
執
涙
況
覧
酉
覆
熱
の
曇
す
・
皇
鯵
巳
磐
へ
の
裂
覧
璽
二
，

ま
す
と
歳
入
田
三
％
、
歳
出
三
二
％

の
執
行
清
と
な
つ
て
い
ま
す
。

　　　　　　　　　　　　　　　
薦撃
取
嵩
た
菖
聴
り
し
と
で
6
う
で
は
あ
9
せ
ん
か
e

霧
難
竃
誘
認
叱
か
鑛
鰭
て
翼
藷
糞

｝一月末現存斬行状況

が
あ
る
と

思
わ
れ
ま
す
。

村
内
に
お
い
て
雑
不
よ
り
も
不
経
済

含
国
的
F
展
開
さ
れ
て
居
り
ま
v

宇
い
我
が
田
代
F
に
は
け
当
局
の
斑

歩合

　　％
62

83

56

54

48

2
9
9

　239，39〔〕

5，939，361

　　　　　683

　　　10，000

2，237，347

＿

執行額

5，405，468

5・570，000

4，252，739

ザ騨額

8・7〕6，20〔〕

6，C）「72，676

7，「x96，465

　　185，714

　　　　　　20

　　445・6｜｛〕

区 分
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嘉㌫三㌶1
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　 　

巨司　「｜7　克　tti　イ管　　12，4｛〕9，669

1・381，845

　　646・7qO

2，238，｜67

53

40

53
23

釣
40

1
2
k
1
9
4
7
2
7
4
7
4
7
3
4

32

6，760，3541

　　1｜0，500

　　132，733

　　915，187

　　878，26・1

　　　　8，050

　　　88，620

　　635・259

　　112，412

3T8，5781

2，829，605［

，，；；：6薗

44，8qo，55614，2｜6，190
　　　　　　　　　　　　　　 　　　　　　 1

なX
埜
問
墓
け
る
の
は
以
上
磐
、
笠
図
藷
の
協
力
に
瞥
ま

の
考
慮
が
足
ら
な
か
つ
た
と
云
え
る
と

思
い
ま
す
。

　
一
方
近
頃
林
地
肥
培
と
云
う
こ
と
が

考
え
ら
れ
て
一
応
成
功
し
て
い
ま
す
が

こ
れ
の
考
4
方
は
初
年
頃
に
牛
長
を
促

　
し

て
、
公
民
館
図
杓
が
三
千
冊
を
突
破

す
る

F
至
り
ま
し
た
。

　
時
あ
た
か
も
読
磐
の
雫
節
と
な
り
、

ひ謬摺
鵜
繍
㎝
罷
パ

前
に
や
つ
て
来
て
摺
り
ま
す
。
陥
轡
に

よ
つ
て
知
識
を
暦
き
乍
ら
大
い
に
頑
暇

　1，097，4001　　　10，3？8　
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全
合
入
債
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械
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　噛
年

済
　
香
　
日

　
　
　
　
　
　
　
ヒ
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

∧、

聞

句
十
育
η
　
衙
締
卵
調
邦
債
　
　
備

　　　　　　　噺
踏

三
・
　
亨

譲

役

消

十

教
社
費
僻

産
財

統

ポ

蚕

諸

予

合副伊 出

れ詩
雛
轡
霞
霞
厄
舗
疏
鯖
簗
鯖
織

も
の
で
あ
り
．
不
適
地
ゼ
肥
培
を
し
て
た
図
轡
て
あ
り
ま
す
の
で
，
各
部
落
共

適
耶
と
太
刀
打
さ
せ
る
と
云
う
考
え
方
ど
し
く
御
利
用
下
さ
い
ま
寸
よ
う
お

で
け
な
い
の
で
あ
り
ま
す
。
朴
地
肥
培
願
い
致
し
ま
6
。

1
っ
い
て

は
後
編
で
の
べ
た
い
と
思
い
　
特
に
之
力
ら
の
若
い
農
打
の
人
々
は

ま
オ
。
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
大
い
に
学
び
、
大
い
に
仇
く
、
行
き
カ

　
ニ
、
亘
朴
樹
稲
系
統
の
変
峨
　
　
　
で
片
け
れ
ば
、
は
げ
t
い
q
右
競
ガ
G

　
本
＃
の
大
部
分
の
屯
林
地
は
、
ス
ギ
一
取
り
残
さ
れ
る
、
時
代
が
v
で
に
目
の

か
れ
る
こ
と
は
も
つ
と
も
な
こ
と
で
あ

り
よ
す
。
し
か
し
、
ホ
材
の
需
要
は
増

こ
そ
す
⑪
滅
ず
る
よ
う
な
こ
と
は
絶
対

に
な

い
と
云
っ
て
さ
し
つ
か
タ
な
い
の

て
あ
り
ま
つ
。

　
近
代
化
学
が
召
ん
だ
ホ
材
パ
ル
フ
、

木
桐
糖
化
、
そ
の
他
の
化
学
型
晶
に
け

漠
大
な
味
材
資
淑
を
必
嬰
と
す
ろ
こ
と

は
首
を
ま
た
な
い
こ
と
で
あ
り
ま
す
o

　
従
っ
て
一
部
に
は
、
燈
林
聯
業
の
汚

元
力
を
人
羽
質
の
4
搾
か
ら
、
織
維
素

（セ
ル
ロ

ー
ズ
）
資
源
の
培
獲
と
云
う

汚
九
方
に
移
行
し
つ
S
あ
る
と
さ
え
極

許
さ
れ
て
も
い
ま
す
e
こ
の
よ
う
な
観

点
か
ら

云
身
ば
、
現
代
の
代
§
だ

D
で
な
く
、
あ
ら
ゆ
る
樹
開
が
見
逃
事

な
い
資
源
と
な
り
つ
＼
あ
る
と
も
｝
呑
ス

ニ竃皇
・

二
塁
は
私
共
の
聖
べ
窟
林
の

道
帽
ど
う
で
あ
る
か
と
申
し
汰
す
と
、

ど
う
や
ら
、
云
い
古
さ
れ
た
昌
禦
で
は

あ
り
チ
す
が
適
拙
適
木
主
覇
に
限
ら
4
1

る
も
の
て
口
な
い
か
と
思
い
ま
す
。

　
そ
し
て
識
林
は
勿
論
山
を
対
卿
に
世

ね
ば
な
ら
な
い
の
で
ゾ
が
、
一
方
私
共

の
周
囲
に
は
一
W
二
堺
け
お
ろ
か
、
何

畝
何
反
も
の
室
桐
が
駄
つ
て
い
註
す
。

り
ま
す
。

3
、
樹
種
更
新
に
つ
い
て

　
現
祥
V
つ
て
い
る
林
木
を
伐
採
し
て

そ
の
跡
に
希
誤
の
樹
刊
を
仕
立
て
る
こ

｝と
を
樹
相
更
新
と
云
う
の
で
す
が
’
本

．
僅
は
．
－
i
l
t
s
S
t
£
を
器
し
て
ス
ギ
楚

切
換
ス
る
の
が
流
わ
し
て
い
ま
す
o
こ

一
れ
も
勿
論
必
嬰
で
は
あ
り
ま
r
が
、
前

述
の
こ
と
を
よ
く
考
ス
て
、
樹
瑚
を
選

歪
し
て
い
た
C
在
ら
と
慰
レ
ま
7
。

一
蝉
に
一
本
の
入
を
一
万
円
の
木
に
仕
　
し
か
し
以
前
か
ら
色
々
な
機
会
に
申
し

競
鵯
認
詰
誹
㌍
顯
語
謡
紗
儲
剛
瓢
熊
醗

ら

れ
て
、
あ
ら
ゆ
る
湘
頻
の
樹
を
抱
元
｝
林
に
す
る
〃
り
、
刷
材
林
に
づ
る
π
り

9
て
s
た
ぎ
た
い
と
思
う
の
で
旦
本
村
の
肖
身
窯
禦
㍗
さ
い
。

養
獄
先
進
地
視
察
報
告

色
々
と
牧
人
血
に
つ
い
て
徴
閥
い
た
し

ま
し
た
が
蚕
以
外
の
牧
人
は
話
さ
れ
ま

世

ん
で
し

た
が
蚕
の
二
〇
万
円
か
ら
考

え
そ
の
他
は
皆
様
の
想
像
に
お
任
せ
い

た
し
ま
す
。
と
こ
ろ
で
こ
の
中
村
さ
ん

の

蓼
を
色
々
お
尋
ね
し
て
み
ま

3
と
昨
年
反
牧
四
八
貫
で
お
金
に
し
て

1’
個
人
貸
出

（イ
）
一
人
1
回
に
つ
き
l
l
冊
以
内

で
、
期
問
は
七
日
間
と
し
、
無
料

貸
出
し
と
n
る
。

〔
ロ
）
　
l
a
j
間
を
経
過
す
れ
ぱ
一
日

一冊
に
つ
き
、
一
円
の
延
滞
金
を

徴
収
す
る
。

（
ハ
）
村
民
は
髄
で
も
借
り
ら
I
ま

す
。二

、
団
体
貸
出

　
　
　
（
n
川
議
）

（
イ
）
卜
冊
一
組
で
期
間
は
三
十
日

間
と
し
、
無
料
貸
出
し
と
つ
る
。
　
つ
り
F
げ
て
こ
れ
だ
㊨
の
協
所
で
蟹
c

〔
ロ
）
一
月
経
過
後
は
一
日
　
冊
に
七
〇
9
を
飼
育
さ
れ
叉
晩
秋
及
び
晩
々

つ
き
．
円
つ
つ
延
衙
金
を
徴
牧
す
秋
を
六
五
9
飼
育
さ
れ
る
そ
う
I
V
F
。

る
、
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
本
村
の
現
在
の
桐
育
上
か
ら
考
え
て
い

（
ハ
ン
団
体
は
グ
ル
ー
プ
で
も
小
組
く
ち
か
厚
飼
い
だ
と
考
一
乃
ら
れ
主
ヲ
が

合
で
も
刷
人
会
で
も
青
匂
団
で
糸
　
一
方
わ
ず
か
一
〇
灯
位
の
場
所
で
年
閥

代
表
者
氏
呂
で
借
り
ろ
4
と
ガ
出

xu
す
・
　
　
　
一

約
じ
k
－
O
O
O
円
位
を
と
つ
て
い
ら
っ
I
さ
し
て
い
た
だ
き
ま
し
た
が
植
付
後
八

し
や
る
よ
う
で
あ
り
ま
す
。
そ
し
て
こ

れ
だ
け
の
敗
入
を
あ
げ
る
た
め
に
反
当
一
し
た
が
l
　
V
L
s
1
よ
v
伸
び
一
丈
は
ゆ
つ
v

り
約
七
O
O
O
円
の
金
肥
を
使
つ
て
お
万
あ
ろ
う
条
が
1
0
本
以
上
も
出
て
そ

ら
れ
肥
料
別
に
申
し
雫
す
と
｛
g
p
t
，
t
E
肥
の
桑
車
も
叉
大
き
い
。
こ
れ
だ
け
必
れ

訥8
質
配
合
肥
料
三
8
艦
四
〇
．
ぱ
夏
猫
の
濡
童
間
パ
貫
は

○
貫
硫
安
五
貫
、
醍
に
一
回
目
珂
肥
π
摘
め
る
は
ず
だ
と
考
え
さ
せ
ら
れ
ま
し

OO
輿
配
分
肥
料
二
〇
償
、
二
回
目
配
た
。
又
中
村
さ
ん
の
桑
畑
の
ま
わ
り
に

合
肥
料
一
∩
澱
、
合
計
し
て
年
間
堆
肥
も
相
当
桑
が
集
団
し
て
お
り
ま
し
た
が

I、
　

OO
O
貫
l
j
肥
四
〇
〇
貫
配
合
・
ハ
ど
の
薬
も
負
け
ず
お
ど
ら
ず
よ
V
伸
び

On
硫
笈
五
貫
を
使
つ
て
お
ら
れ
ま
つ
一
て
お
り
ま
し
た
。
以
上
中
村
さ
ん
の
経

叉
く
t
r
年
の
飼
育
G
は
合
創
し
て
一
八
四
鋭
を
見
聞
き
い
た
し
ま
し
て
私
ど
も
一

瓦
亡

内
駅
は
再
七
〇
9
、
初
秋
四
九
9
行
は
ふ
た
た
び
｝
上
の
人
と
な
つ
て
都

晩
秋
六
五
9
と
な
つ
て
お
り
今
年
の
召
城
ヌ
向
い
ま
し
た
。
途
巾
都
城
ま
’
じ
の

汁
見
込
は
一
一
五
賀
位
に
な
る
よ
う
で
二
〇
分
間
ぱ
お
百
に
見
た
こ
と
聞
い
た

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

　

蕊
践鰭
露
詫
鯉
韓
咋
計
励
勧
纏
只
賭

て
も
ら
い
ま
し
た
。
八
畳
と
六
畳
二
間
す
と
’
何
と
い
つ
て
も
桑
の
伸
び
特
に

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

ド

に
約
1
玉
O
枚
の
丸
箔
に
よ
つ
て
飼
育
一
桑
葉
の
大
き
い
こ
と
、
中
村
さ
ん
の
十

さ

れ
て

お
り
・
し
た
k
l
見
し
て
皇
幕
の
き
ろ
P
1
1
1
］
C
E
g
作
る
と
い

ひ
だ
と
感
じ
苛
し
た
。
そ
し
て
市
令
盛
う
こ
と
’
し
か
も
こ
れ
を
ご
入
で
飼
い

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

　

食
期
に
は
こ
の
二
間
一
ば
い
已
士
聞
に
ー
⊥
げ
る
と
い
う
こ
と
に
は
皆
び
つ
く
り

三
尺
五
寸

巴
○
尺
皐
讐
旦
喜
り
れ
・
竃
田
岱
の
萎
藷

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ん
に
δ
る
に
は
、
ま
つ
我
々
視
察
者
が

（i1）

西
議篭
‥
娃
議
緬
罐
辮
鑑

一襲
鷲
鱒
謬
霧
紹
誘
繋
麗
肚
醐
磁
㎜

さ
せ
反
省
を
促
さ
れ
ま
し
た
。
　
　
　
間
操
藁
で
わ
ず
か
十
ケ
月
余
り
の
操
非

I＃
m
p
ほ
ど
そ
の
緒
氏
の
議
を
曇
で
の
ど
書
予
の
で
る
ほ
晶
の
習

1　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
を
待
つ
て
お
ら
れ
る
と
の
こ
と
で
p
O

「年・
だ
と
峯
鼎
は
憂
鍵
鷲
霞
露
顯

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
午
稜
四
時
す
ぎ
お
別
れ
し
て
肝
付
Ψ
野

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
の
目
の
と
1
2
＞
く
限
り
轡
々
と
し
た
p
し

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ょ
畑
を
眺
め
つ
s
費
を
回
つ
て
午
後

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
九
壁
員
無
巾
帰
汁
し
ま
し
た
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
最
後
に
二
日
聞
の
視
邪
を
終
っ
て
お
力

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
に
考
え
さ
1
1
ら
れ
ま
す
ど
と
は
、
d
づ

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
大
狩
川
流
城
の
桑
一
色
に
引
き
か
え
川

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
付
平
野
の
甘
し
よ
一
色
は
誠
に
血
白
い

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
対
象
で
叉
高
城
町
の
柚
蚕
の
大
規
模
粁

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
営
ピ
引
き
か
え
川
代
村
の
小
規
模
縄
営

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
も
大
人
と
子
供
の
よ
う
な
座
が
い
た
し

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ま
：
　
。
し
か
し
お
互
に
強
く
考
へ
さ
⑰

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ら
れ
た
こ
と
は
田
代
で
も
必
ず
高
城
に

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
負
の
ぬ
実
綱
が
あ
げ
ら
れ
る
と
い
う
こ

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
と
で
p
O
そ
れ
は
な
ぜ
か
と
申
し
ま
す

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
と
視
察
者
の
中
に
は
（
，
年
反
牧
五
万
円

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
以
ヒ
の
牧
入
を
あ
げ
る
人
が
相
当
ま
じ

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
つ
て
お
り
、
叉
高
城
の
耕
地
面
租
成
は

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
住
宅
幣
か
ら
考
え
て
田
代
村
の
規
栢
・
も

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
そ
う
大
し
た
沖
が
な
い
か
ら
て
す
。
ど

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
う
か
視
牢
さ
れ
た
方
も
こ
の
記
堺
を
お

経
餌
規
槙
を
引
上
げ
う
ん
と
手
入
れ
し
袖
の
ゼ
な
つ
た
方
々
も
急
ぎ
篇
の
拡

て
た
く
さ
ん
の
苗
代
を
穣
い
で
み
せ
る
眼
新
紗
を
は
力
必
れ
、
一
日
も
甲
く
口

こ
と

た
と

離
し
も
が
驕
し
て
お
a
ま
し
○
附
一
一
一
〇
〇
万
円
の
渦
代
が
本
打
鳥

た
。
そ
し
て
“
わ
は
正
午
つ
ぎ
都
城
に
家
の
台
所
複
う
る
け
t
o
よ
う
・
c
弼
力
ト

つ
き
昼
食
を
8
ま
し
て
末
吉
、
岩
川
を
さ
レ
．

在
謡鰻
縫
礫
経
詫
齋
蕊
嵯
い
㍑
顯
酬
躍
違

c☆
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